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令和4年令和4年 月月 日日1212 11
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9 定例会定例会月

紙 上 中 継
　　 （予算決算審査特別委員会）

9月定例会 一般質問
　　　　　　　（町政をただす）

9月定例会 審議結果P2P2

P5P5

議会モニターとの意見交換会P18P18

P6P6

報告します議会活動P17P17

P16P16 あれからどうなった？
　  　　　（一般質問のその後は）
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令
和
4
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
29
日
か
ら
10
月
12
日
ま
で
の
14
日
間
の

会
期
で
決
算
審
議
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
令
和
3
年
度
健
全
化
判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率
の
報
告
が
あ

り
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
を
審
議
、
そ
の
ほ

か
条
例
の
一
部
改
正
及
び
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
決
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
9
人
の
議
員
が
登
壇
し
、49
人
の
傍
聴
者
が
あ
り
ま
し
た
。

令和３年度会計別決算審議
（万円未満は四捨五入）

会計別 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額 採決 賛・反

一　般　会　計 86億5,763万円 80億2,375万円 6億3,388万円 認定 全員
賛成

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 16億7,560万円 16億2,344万円 5,216万円 認定 全員
賛成

後 期
高 齢 者 医 療 1億9,125万円 1億8,710万円 415万円 認定 全員

賛成

介 護 保 険 18億2,698万円 17億6,185万円 6,513万円 認定 全員
賛成

母 畑 財 産 区 1,859万円 27万円 1,832万円 認定 全員
賛成

中 谷 財 産 区 1,381万円 14万円 1,367万円 認定 全員
賛成

土地開発事業 1,582万円 355万円 1,227万円 認定 全員
賛成

宅地造成事業 262万円 262万円 0万円 認定 全員
賛成

水
道
事
業
会
計

剰 余 金 処 分 消費税及び地方消費税を除く利益剰余金3,289万円
は、建設改良積立金に積み立てる。 可決

及び
認定

全員
賛成収 益 的 収 支 3億6,945万円 3億1,744万円 5,201万円

資 本 的 収 支 1億2,945万円 2億1,506万円 △8,561万円

（水道事業会計における、資本的収支の不足分は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額
及び過年度損益勘定留保資金で補てんした。）

はどう使われたのかはどう使われたのか 決算
審議

❖子ども・子育て支援給付事業
❖通学支援事業
❖給食費補助事業
❖若者子育て世帯住宅取得
　支援事業
❖保育施設整備事業
❖農業施設管理事業
❖道路新設改良事業
❖橋梁維持補修事業
❖河川浚渫工事事業
❖町営住宅長寿命化事業
❖歴史民俗資料館整備事業
❖温水プール施設改善事業
❖総合運動公園体育施設
　改善事業
その他、さまざまな

事業に使われました。

令和３年度主な事業

沢井地区ほ場整備事業沢井地区ほ場整備事業

道路改良事業道路改良事業

若者・子育て世帯住宅取得支援事業若者・子育て世帯住宅取得支援事業

河川しゅんせつ工事河川しゅんせつ工事

令和4年12月1日発行
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決
算
審
査
報
告

代
表
監
査
委
員郷

　
　
隆
雄

監
査
委
員菊

池
美
知
男

【
審
査
結
果
】

　
令
和
３
年
度
決
算
審
査

は
、
水
道
事
業
会
計
を
２

日
間
、
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
な
ど
を
７
日
間
審

査
し
、
各
会
計
と
も
決
算

の
根
幹
に
つ
い
て
は
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、
実

質
公
債
費
比
率
は
前
年
度

に
比
べ
増
加
し
、
将
来
負

担
比
率
は
減
少
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基

準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

【
審
査
意
見
】

　
一
般
会
計
の
実
質
収
支

は
黒
字
と
な
っ
て
い
る
が
、

本
町
財
政
を
取
り
ま
く
環

境
は
今
後
も
厳
し
い
状
況

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

安
定
し
た
財
政
基
盤
を
構

築
し
、
引
き
続
き
予
算
の

効
率
的
な
執
行
に
努
力
さ

れ
る
よ
う
望
み
ま
す
。

　
特
に
、
収
入
未
済
額
に

つ
い
て
は
、
法
的
対
応
措

置
を
含
め
現
行
よ
り
一
歩

踏
み
込
ん
だ
厳
し
い
徴
収

に
つ
い
て
検
討
し
、
未
納

者
の
実
態
を
的
確
に
把
握

し
、
納
税
・
納
入
に
つ
い
て

適
切
な
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
広
域
的
な
枠
組
み

に
よ
る
徴
収
事
務
な
ど
、

新
た
な
手
法
の
検
討
を
進

め
、
未
済
額
の
縮
減
に
、

よ
り
一
層
努
力
さ
れ
る
よ

う
望
み
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
指
標
が
健

全
な
水
準
を
保
っ
て
い
る

と
は
い
え
、
地
域
経
済
の

低
迷
や
今
後
一
層
の
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
が
続

く
見
込
み
の
中
で
、
町
税

や
各
種
交
付
金
等
の
減
収

な
ど
、
財
源
確
保
が
一
段
と

厳
し
く
な
る
こ
と
を
視
野

に
入
れ
、
国
庫
支
出
金
等

以
外
の
財
源
の
確
保
に
向

け
た
研
究
の
ほ
か
、
着
手

す
べ
き
事
務
事
業
の
取
捨

選
択
の
厳
格
化
、
既
存
事

務
事
業
の
再
編
等
、
持
続

可
能
な
行
政
運
営
を
図
る

た
め
、
不
断
の
見
直
し
に

努
め
、
各
般
の
施
策
・
事

務
事
業
を
効
率
的
・
効
果

的
か
つ
確
実
に
推
進
す
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

総額総額116116億億200200万円万円3年度
一般会計
特別会計

令和３年度石川町健全化判断比率について（報告）

区　　分 早期健全化比率
令和

2年度
（参考）

令和
元年度

（参考）

①実質公債費
　比率
　（3年間平均）

5.0％
（財政再生基準35.0％）

（早期健全化基準25.0％）
4.6％ 4.5％

②将来負担比率 15.7％
（早期健全化基準350.0％） 26.8％ 24.1％

③実質赤字比率 黒字決算のため算定なし ― ―

④連結実質赤字
比率 黒字決算のため算定なし ― ―

＊①元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率
　②将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率

令和３年度石川町資金不足比率について（報告）
区　　分 資金不足比率

水道事業会計 資金不足がないため算定なし
宅地造成事業

特別会計 資金不足がないため算定なし

一般会計決算の内訳

町税
19.8％
町税
19.8％

総務費
13.4％
総務費
13.4％

民生費
27.5％
民生費
27.5％土木費

8.1％
土木費
8.1％

衛生費
12.5％
衛生費
12.5％

労働費0.0％労働費0.0％

教育費
11.0％
教育費
11.0％繰越金4.3％繰越金4.3％

地方交付税
33.0％
地方交付税
33.0％ 法人事業税

交付金0.2％
法人事業税
交付金0.2％

地方
譲与税
1.3％

地方
譲与税
1.3％

 繰入金・
使用料・諸収入
など2.8％

 繰入金・
使用料・諸収入
など2.8％

国庫支出金
19.9％
国庫支出金
19.9％

町債（借入金）
5.5％

町債（借入金）
5.5％

その他1.5％その他1.5％

歳入
86億5,763万円

歳出
80億2,375万円

農林
水産業費
6.1％

農林
水産業費
6.1％商工費3.5％商工費3.5％

県支出金
6.8％
県支出金
6.8％

諸支出金1.7％諸支出金1.7％

消防費4.4％消防費4.4％

分担金及び
負担金0.6％
分担金及び
負担金0.6％

議会費1.2％議会費1.2％
災害復旧費
0.8％

災害復旧費
0.8％ 公債費

9.8％
公債費
9.8％

地方消費税交付金4.3％地方消費税交付金4.3％

石川町議会だより　215号
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議案番号 議案・請願・発議 審議結果

議案 第49号 石川町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 全　　員

議案 第50号 石川町地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条
例の一部を改正する条例 原案可決 全　　員

議案 第51号 令和3年度石川町一般会計歳入歳出決算認定について 認　 定 全　　員

議案 第52号 令和3年度石川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　 定 全　　員

議案 第53号 令和3年度石川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　 定 全　　員

議案 第54号 令和3年度石川町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認　 定 全　　員

議案 第55号 令和3年度石川町母畑財産区特別会計歳入歳出決算認定について 認　 定 全　　員

議案 第56号 令和3年度石川町中谷財産区特別会計歳入歳出決算認定について 認　 定 全　　員

議案 第57号 令和3年度石川町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　 定 全　　員

議案 第58号 令和3年度石川町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　 定 全　　員

議案 第59号 令和3年度石川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 可決及び
認 定 全　　員

議案 第60号 令和４年度石川町一般会計補正予算（第3号） 原案可決 全　　員

議案 第61号 令和４年度石川町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全　　員

議案 第62号 令和４年度石川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全　　員

議案 第63号 令和４年度石川町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全　　員

議案 第64号 令和４年度石川町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 全　　員

議案 第65号 石川町教育委員会委員の任命について 同　 意 全　　員

議 案議 案  審 議 結 果 審 議 結 果

　
今
回
の
補
正
は
、

コ
ロ
ナ
禍
及
び
物
価

高
・
原
油
高
に
よ
り

影
響
を
受
け
て
い
る

町
民
の
生
活
支
援
策

と
し
て
、
生
活
支
援

商
品
券
発
行
事
業
に

７
７
４
３
万
８
千
円
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米

価
下
落
・
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
る
水

稲
生
産
者
、
畜
産
農

家
へ
の
支
援
と
し
て
、

１
４
９
０
万
７
千
円
、

旧
母
畑
小
学
校
進
入

路
整
備
事
業
及
び
指

定
避
難
所
備
品
整
備

と
し
て
、
３
８
８
９

万
５
千
円
を
増
額
計

上
し
た
ほ
か
、
前
年

度
の
決
算
剰
余
金
の

一
部
を
基
金
へ
積
み

立
て
る
た
め
、
財
政

調
整
基
金
積
立
金
、

減
債
基
金
積
立
金
及

び
公
共
施
設
保
全
基

金
積
立
金
に
所
要
額

を
計
上
し
た
も
の
で

す
。

　
石
川
町
教
育
委
員

会
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
中
田
光
泉

氏
（
大
字
塩
沢
）
を

任
命
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

石
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

１
人
５
千
円
分
の

生
活
支
援
商
品
券
を
交
付
決
定

議
案
第
60
号

一
般
会
計
補
正

予
算
第
3
号
の

主
な
も
の

令和4年12月1日発行
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Ｑ　

藤
沢
工
業
団
地
の
未
利

用
地
活
用
の
見
通
し
は
。

Ａ
　
未
利
用
地
1
万
6
千
㎡

の
一
部
は
、
地
域
の
防
災
広

場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

売
却
で
き
る
土
地
は
、
約
1

万
㎡
で
す
。
町
内
の
既
存
企

業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
調
整
中
で
す
。

Ｑ　

観
光
物
産
協
会
の
法
人

化
の
見
通
し
は
。

Ａ
　
観
光
物
産
協
会
を
自
走

で
き
る
組
織
に
す
る
た
め
に

事
業
推
進
会
議
を
6
回
開
催

し
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
中
の
法
人
化
は
難
し

い
状
況
で
す
。
令
和
5
年
度

中
に
法
人
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

Ｑ　

事
業
の
内
容
は
。

Ａ
　
町
内
の
温
泉
施
設
と
の

パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
に
助
成
を
行

い
ま
し
た
。
申
請
件
数
は
、

八
幡
屋
と
鈴
木
畜
産
の
は
ち

み
つ
牛
を
使
っ
た
パ
ッ
ク
ツ

ア
ー
1
件
の
み
で
し
た
。

Ｑ　

ス
ケ
ー
ト
場
を
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
に
何
か
に
使
え
な
い

か
。

Ａ
　
ス
ケ
ー
ト
場
を
修
繕
し

た
費
用
は
補
助
事
業
で
あ
る

た
め
、
他
の
目
的
に
は
使
え

ま
せ
ん
。
期
限
は
有
限
で
あ

り
、
あ
と
7
年
か
ら
8
年
は
、

補
助
目
的
外
の
使
い
方
は
で

き
ま
せ
ん
。

Ｑ　
「
町
の
医
療
体
制
作
り
」

に
つ
い
て
、
医
師
会
と
の
話

し
合
い
の
現
状
は
。

Ａ
　
コ
ロ
ナ
対
応
の
協
議
が

主
と
な
り
、
話
し
合
い
が
十

分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
今
後
、

本
来
の
目
的
で
あ
る
医
療
体

制
作
り
の
協
議
を
し
て
い
き

ま
す
。

Ｑ　

町
事
業
の
運
動
教
室
は

運
動
の
習
慣
化
に
結
び
つ
い

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
教
室
体
験
者
が
自
分
た

ち
で
運
動
サ
ー
ク
ル
な
ど
を

作
り
継
続
し
て
い
る
事
例
も

あ
り
、
習
慣
化
の
き
っ
か
け

作
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

出
生
祝
い
金
を
第
4
子

目
に
も
っ
と
多
く
出
し
て
は

ど
う
か
。

Ａ
　
祝
い
金
が
よ
り
生
き
る

よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。

委員会審査　　紙上中継

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

※金額は決算額であり、千円未満は切り捨てています。

◆
工
業
団
地
管
理
経
費

（
2
2
6
万
6
千
円
）

◆
観
光
商
品
開
発
支
援
事
業

　
補
助
金�

（
41
万
2
千
円
）

◆
観
光
物
産
協
会
組
織

　
強
化
業
務
委
託
料

（
4
2
0
万
2
千
円
）

◆
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド　

　
セ
ン
タ
ー
改
善
事
業

（
4
5
6
万
3
千
円
）

◆
医
療
体
制
確
保
事
業

（
4
2
1
万
8
千
円
）

◆
運
動
教
室
事
業

　
（
運
動
機
器
レ
ン
タ
ル
料

　
含
む 

1
0
1
万
8
千
円
）

◆
石
川
町
新
生
児
誕
生
祝
金

　
（
72
名 

3
7
5
万
円

う
ち
第
4
子
は
3
名
）

石川町議会だより　215号
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近内　雅洋　議員� P７
◆道の駅整備について
◆水道事業について

小木　芳郎　議員� P8
◆塩田町政２期目について
◆農業・商業・工業の振興について

瀬谷　京子　議員� P9
◆塩田町政２期目に臨む決意について
◆道の駅整備計画について

渡辺　　実　議員� P10
◆認定こども園建設場所の安全性について
◆町長選挙公約「子育て応援宣言」の具体的取り組
みについて
◆本町の農業及び農家存続のための農業政策につい
て

乾　　初美　議員� P11
◆中学校における制服の選択制の導入について
◆教育課の職員体制について
◆適応指導教室について

菊池美知男　議員� P12
◆町政２期目にあたっての取り組みについて
◆通学路等における安全対策について
◆奨学資金について
◆河川等の水質保全について

根本　重泰　議員� P13
◆認定こども園開園に向けての進捗状況について
◆文教地区の整備について

増子美知夫　議員� P14
◆生活交通対策事業の実証実験について
◆沢田小・中学校施設のサッカー場利活用について
◆財政健全化法による令和３年度健全化判断比率等
について

瀬谷　寿一　議員� P15
◆道の駅は総合施策。進めるにあたっての課題につ
いて
◆５年後、10年後を見据えた町の課題について

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
町
政
を
た
だ
す

　
　
町
政
を
た
だ
す

　
一
般
質
問
は
、
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
の
行
政
事
務
の
状
況
や
将
来

に
対
す
る
方
針
な
ど
を
た
だ
す
も
の
で
、定
例
会
に
限
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
９
名
が
登
壇
し
、
町
の
考
え
を
尋
ね
ま
し
た
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
の
タ

イ
ト
ル
の
横
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
録
画
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

令和4年12月1日発行
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質
問　

今
ま
で
の
説
明
で

は
、
移
転
補
償
費
、
用
地

取
得
費
で
3
億
円
と
説
明

し
て
き
た
が
、
そ
の
根
拠

は
。

答
弁
　
移
転
補
償
費
で
1

億
円
、
用
地
取
得
費
で
2

億
円
と
想
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
実
際
調
査
し
た
結

果
、
想
定
の
2
倍
で
、
詳

細
は
交
渉
中
で
す
の
で
ご

理
解
願
い
ま
す
。

質
問　

借
地
の
ほ
う
が
契

約
更
新
時
や
返
す
時
の
解

体
費
用
等
が
発
生
し
、
リ

ス
ク
が
多
い
と
思
う
が
。

答
弁
　
今
後
、
地
権
者
と

協
議
し
な
が
ら
契
約
し
て

い
き
ま
す
。
解
体
に
つ
い

て
は
、
極
力
な
い
よ
う
な

形
で
運
営
事
業
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

質
問　

事
業
費
は
10
億
円

な
の
か
。

答
弁
　
国
内
外
の
政
治
や

経
済
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
る
物
価
高
騰
な
ど
か

ら
12
億
円
程
度
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

質
問　

地
元
民
誘
客

の
見
通
し
に
つ
い
て
。

答
弁
　
地
元
及
び
県

内
外
か
ら
年
間
50
万

人
、
売
上
は
2
億
5

千
万
円
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

質
問　

民
間
事
業
者

に
任
せ
た
場
合
、
地

元
企
業
の
参
入
が
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
運
営
事
業
者

を
選
定
す
る
際
に
は
、
地

元
企
業
が
参
入
で
き
る
よ

う
条
件
を
付
し
ま
す
。

質
問　

出
荷
組
合
、
生
産

組
合
を
整
備
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
民
間
業
者
に
委
託

す
る
の
で
、
出
荷
組
合
や

生
産
組
合
を
組
織
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
運
営
事
業
者
と

生
産
者
が
契
約
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。

質
問　

民
間
事
業
者
に
任

せ
た
場
合
、
県
内
外
の
産

品
が
多
く
な
り
地
元
の
産

品
が
減
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
町
と
運
営
事
業
者

と
協
議
し
な
が
ら
、
基
本

的
に
地
元
産
の
も
の
を
使

う
よ
う
進
め
ま
す
。

質
問　

町
民
の
た
め
の
道

の
駅
な
の
か
。
事
業
者
の

た
め
の
道
の
駅
な
の
か
。

答
弁
　
道
の
駅
は
地
域
振

興
を
目
的
と
し
て
お
り
、

民
間
主
導
で
や
る
と
は
言

っ
て
も
、
民
間
に
全
部
丸

投
げ
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

質
問　

整
備
計
画
の
見
直

し
の
考
え
は
。

答
弁
　
本
町
が
整
備
す
る

道
の
駅
は
、
地
域
活
性
化

の
起
爆
剤
に
な
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、
計
画
の
見

直
し
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

石
綿
管
等
の
更
新

の
考
え
は
。

答
弁
　
計
画
的
に
進
め
て

い
く
考
え
で
す
。

◆
道
の
駅
整
備
に
つ
い
て

◆
水
道
事
業
に
つ
い
て

▲道の駅予定地

A サウンディング調査を実施し、最初から土地を購入することはないとの意見を参考にしました

Q 道の駅整備について、当初方針及び基本計画変更を
懸念している。なぜ、「取得から借地」に変更したのか 質問者

の動画
が見られます

近
こん

内
ない

　雅
まさ

洋
ひろ

議員

詳
し
く
は
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
配
信
を
見

て
く
だ
さ
い

石川町議会だより　215号
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質
問　

本
町
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
。

答
弁
　
過
疎
地
域
の
指
定

を
受
け
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

若
者
世
代
を
定
住
さ
せ
る

事
が
重
要
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

質
問　

本
町
に
合
っ
た
医

療
体
制
と
は
。

答
弁
　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

ポ
ー
ト
が
完
成
し
迅
速
に

搬
送
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
し
た
。
子
供
か

ら
高
齢
者
ま
で
多
様
化
す

る
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま

す
。

質
問　

子
育
て
支
援
充
実

の
具
体
策
は
。

答
弁
　
現
在
、
在
宅
育
児

支
援
金
の
支
給
や
子
供
の

医
療
費
の
助
成
な
ど
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
小
・

中
学
校
の
給
食
費
を
、
現

在
の
半
額
補
助
か
ら
全
額

補
助
に
拡
大
す
る
こ
と
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

質
問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

停
留
所
設
置
に
つ
い
て
、

民
家
も
ひ
と
気
も
無
い
停

留
所
は
、
安
心
・
安
全
な

子
育
て
に
繋
が
ら
な
い
の

で
は
。

答
弁
　
バ
ス
の
安
全
運
行

と
危
険
が
な
い
乗
降
を
第

一
に
考
え
、
停
留
所
の
設

置
は
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
更
な
る
子
育

て
支
援
に
つ
な
が
る
運
行

を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

意
見　

道
が
狭
け
れ
ば
小

さ
な
バ
ス
を
使
う
な
ど
、

安
心
安
全
を
第
一
に
、
今

一
度
、
運
行
路
線
の
点
検

を
お
願
い
し
た
い
。

質
問　

農
・
商
・
工
業
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
。

答
弁
　
農
業
に
お
い
て
は
、

農
作
物
の
価
格
低
下
や
農

業
資
材
等
の
高
騰
に
よ
り
、

生
産
意
欲
低
下
や
生
産
基

盤
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
商
工
業
に
お
い
て
も
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

事
業
者
と
足
並
み
を
そ
ろ

え
た
支
援
策
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

肥
料
価
格
高
騰
対

策
事
業
に
つ
い
て
。

答
弁
　
生
産
費
高
騰
の
影

響
が
特
に
大
き
い
稲
作
経

営
体
に
対
し
実
施
す
る
県

の
事
業
で
、
石
川
町
農
業

再
生
協
議
会
が
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

意
見　

農
業
・
商
業
・
工

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
営
み
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
手
厚
い
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
塩
田
町
政
２
期
目
に
つ

い
て

◆
農
業
・
商
業
・
工
業
の

振
興
に
つ
い
て

小
お

木
ぎ

　芳
よし

郎
ろう

議員

A 全身全霊をかけて取り組みます
Q 公約実現に向けた取り組みについて

質問者
の動画

が見られます

▲若林スクールバス待合所の様子
（福島交通バス豆ケ平入口）

▲高騰する肥料の保管の様子
（JA夢みなみ石川営農センター）

令和4年12月1日発行
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質
問　

2
期
目
の
町
政
運

営
に
当
た
り
改
め
て
実
感

し
た
課
題
と
は
。

答
弁
　
空
き
家
、
空
き
地
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
危

機
感
を
感
じ
ま
し
た
。

質
問　

課
題
解
決
の
た
め

の
思
い
切
っ
た
施
策
と
は
。

答
弁
　
若
者
世
代
の
定
住

促
進
と
子
育
て
支
援
の
さ

ら
な
る
拡
充
を
図
り
ま
す
。

質
問　

町
民
の
声
を
よ
く

聞
く
と
述
べ
て
い
る
が
。

答
弁
　
町
民
の
声
を
聞
き
、

町
民
と
共
に
創
る
の
が
私

の
政
治
姿
勢
で
、
町
民
に

寄
り
添
う
町
長
で
あ
り
続

け
ま
す
。

質
問　

町
政
懇
談
会
を
開

く
考
え
は
。

答
弁
　
現
在
「
道
の
駅
」

「
認
定
こ
ど
も
園
」「
浄
水

場
改
修
」
等
大
型
事
業
を

進
め
て
お
り
、
来
年
度
か

ら
町
政
懇
談
会
を
開
き
町

民
の
意
見
を
伺
い
ま
す
。

質
問　

施
策
の
「
お
せ
っ

か
い
ク
ラ
ブ
」
と
は
。

答
弁
　
未
婚
者
を
引
き
合

わ
せ
て
結
婚
の
機
会
を
つ

く
る
も
の
で
、
ま
だ
担
当

課
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
令
和
5
年
度
か
ら
対

応
し
ま
す
。

質
問　

民
間
事
業
者
に
丸

投
げ
の
感
が
あ
る
。
町
の

特
色
を
出
し
地
域
活
性
化

の
起
爆
剤
に
な
る
の
か
。

答
弁
　
自
由
な
発
想
と
実

績
を
持
つ
民
間
の
運
営
事

業
者
と
の
連
携
で
、
町
の

特
色
が
一
層
発
揮
さ
れ
活

性
化
の
起
爆
剤
に
な
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

質
問　

事
業
費
は
。

答
弁
　
現
在
、
総
事
業
費

を
12
億
円
程
度
と
見
て
い

ま
す
が
、
町
が
実
質
支
払

う
整
備
費
用
は
納
付
金
で

回
収
で
き
る
3
億
７
５
０

０
万
円
を
上
限
に
す
る
方

針
で
す
。

質
問　

納
付
金
と
は
。

答
弁
　
想
定
で
は
年
間
売

上
を
2
億
5
0
0
0
万
円
、

そ
の
5
％
1
2
5
0
万
円

を
30
年
間
で
事
業
者
か
ら

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

質
問　

商
品
開
発
は
。

答
弁
　
特
産
品
や
6
次
化

商
品
の
開
発
を
進
め
て
お

り
、
令
和
5
年
度
に
は
販

売
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

質
問　

生
産
者
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
で
出
荷
で

き
な
い
と
い
う
声
も
多
く

聞
く
が
。

答
弁
　
営
農
指
導
も
含
め
、

農
政
課
で
農
家
を
支
援
し
、

地
元
の
農
作
物
を
出
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

質
問　

生
産
組
合
等
は
。

答
弁
　
組
合
は
作
ら
ず
運

営
事
業
者
と
生
産
者
が
個

別
に
契
約
し
ま
す
が
、
町

と
運
営
事
業
者
が
連
携
し

て
取
り
ま
と
め
を
し
ま
す
。

質
問　

道
の
駅
は
い
ら
な

い
と
い
う
町
民
の
声
が
多

い
が
、
見
直
す
考
え
は
。

答
弁
　
あ
り
ま
せ
ん
。
道

の
駅
整
備
を
進
め
ま
す
。

意
見　

運
営
事
業
者
が
決

ま
ら
な
い
と
具
体
的
な
内

容
が
決
ま
ら
ず
説
明
も
具

体
性
が
な
く
判
断
に
苦
慮

す
る
。

　

町
民
の
声
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
、
町
政
執
行
す
る

こ
と
を
望
む
。

◆
塩
田
町
政
２
期
目
に
臨

む
決
意
に
つ
い
て

◆
道
の
駅
整
備
計
画
に
つ

い
て

A 見直す考えはありません

Q 町民は道の駅より直売所を含む町の
駅を望む声が多い。見直す考えは 質問者

の動画
が見られます

瀬
せ

谷
や

　京
きょう

子
こ

議員

石川町議会だより　215号
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質
問　

災
害
リ
ス
ク
の
高

い
場
所
に
選
定
し

た
理
由
は
。

答
弁
　
町
有
地
で

幼
小
連
携
が
期
待

で
き
、
送
迎
の
利

便
性
が
図
れ
ま
す
。

質
問　

送
迎
の
安

全
確
保
は
。

答
弁
　
県
道
か
ら

の
出
入
り
ル
ー
ト

を
小
・
中
学
生
と

園
児
で
分
け
ま
す
。

質
問　

県
と
の
協

議
状
況
は
。

答
弁
　
防
護
柵
の

設
置
の
指
導
を
受
け
、
進

め
て
い
ま
す
。

質
問　

県
の
認
定
こ
ど
も

園
担
当
部
署
の
話
で
は
、

「
建
設
は
で
き
ま
す
が
、

法
の
趣
旨
が
違
い
ま
す

ね
」
と
。
考
え
は
。

答
弁
　
防
護
柵
を
設
置
し
、

問
題
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
県
に
申
請
し
て
い
ま
す
。

質
問　

県
に
よ
っ
て
は
、

「
社
会
福
祉
施
設
の
立
地

に
関
し
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
か
か
る
場
合
は
、

該
当
し
な
い
土
地
で
の
整

備
を
行
う
よ
う
指
導
す

る
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

園
庭
の
一
部
が
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
に
か
か

り
、
さ
ら
に
地
盤
を
1
ｍ

下
げ
る
の
は
大
丈
夫
な
の

か
。

答
弁
　
柵
を
設
置
し
、
そ

の
内
側
な
の
で
問
題
な
い

と
解
釈
し
て
い
ま

す
。

質
問　

現
保
育
所

の
保
護
者
へ
の
説

明
は
。

答
弁
　
10
月
に
基

本
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
後
開
催
し
ま

す
。

質
問　

小
・
中
学

校
給
食
費
の
無
料
化
の
実

施
時
期
は
。

答
弁
　
令
和
5
年
4
月
か

ら
の
実
施
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

質
問　

小
規
模
宅
地
造
成

の
実
施
時
期
は
。

答
弁
　
令
和
5
年
度
か
ら

公
民
連
携
で
進
め
て
い
き

ま
す
。

質
問　

農
業
政
策
検
討
チ

ー
ム
と
は
。

答
弁
　
6
月
に
11
名
の
農

業
関
係
者
を
委
嘱
し
ま
し

た
。

質
問　

設
置
の
目
的
は
。

答
弁
　
農
業
者
の
育
成
確

保
、
農
業
・
農
村
の
多
面

的
機
能
維
持
、
農
業
支
援

な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

◆
本
町
の
農
業
及
び
農
家

存
続
の
た
め
の
農
業
政
策

に
つ
い
て

◆
町
長
選
挙
公
約

「
子
育
て
応
援
宣

言
」
の
具
体
的
取

り
組
み
に
つ
い
て

◆
認
定
こ
ど
も
園
建
設
場

所
の
安
全
性
に
つ
い
て

A 落石や土砂が崩れた場合に受け止める
防護柵を設置し、安全を確保します

Q 認定こども園は土砂災害特別警戒区域にかかるが安全か
質問者
の動画

が見られます

渡
わた

辺
なべ

　実
みのる

議員

▲認定こども園建設予定地

令和4年12月1日発行
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質
問　

制
服
の
着
用
は
義

務
か
。

答
弁
　
法
的
に
は
何
ら
義

務
づ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

町
は
、
制
服
の
選

択
制
に
つ
い
て
、
導
入
を

希
望
す
る
当
事
者
が
声
を

上
げ
る
必
要
性
が
あ
る
と

考
え
る
か
。

答
弁
　
児
童
生
徒
が
手
を

挙
げ
な
い
と
制
服
の
選
択

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
学
校
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
っ
て
い

く
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問　

職
員
体
制
は
十
分

か
。

答
弁
　
職
員
の
増
員
も
含

め
、
関
係
部
局
と
協
議
を

し
て
い
く
考
え
で
す
。

質
問　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
、

県
に
配
置
を
希
望
し
た
り
、

町
独
自
で
雇
用
す
る
考
え

は
。

答
弁
　
県
に
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
委

託
派
遣
を
希
望
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

民
間
企
業
経
験
者

の
採
用
に
つ
い
て
、
町
長

の
考
え
は
。

答
弁
　
必
要
か
ど
う
か
も

含
め
て
今
後
検
討
し
ま
す
。

質
問　

不
登
校
傾
向
に
あ

る
児
童
生
徒
も
対
象
に
な

る
か
。

答
弁
　
不
登
校
傾
向
の
あ

る
児
童
生
徒
も
含
み
ま
す

の
で
、
年
間
30
日
以
上
の

欠
席
が
な
く
て
も
、
休
み

が
続
い
て
い
る
児
童
生
徒

も
、
受
け
入
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
課
の
職
員
体
制
に

つ
い
て

◆
適
応
指
導
教
室
（
キ
ラ

ラ
ル
ー
ム
）
に
つ
い
て

◆
中
学
校
に
お
け
る
制
服

の
選
択
制
の
導
入
に
つ
い

て

A 今後、生徒会等の中で話し合いをし、保護者、衣料組合等の理解も
得ながら、制服の選択制度の導入について検討していきたいと考えています

Q 中学校における制服の選択制の導入について
質問者
の動画

が見られます

乾
いぬい

　初
はつ

美
み

議員

生
徒
が
今
以
上
に
自

分
ら
し
く
、
そ
し
て

安
心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
な
環
境
を
！

石川町議会だより　215号
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質
問　

石
川
町
に
暮
ら
し

て
よ
か
っ
た
。
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に

は
ど
の
様
な
町
づ
く

り
を
目
指
す
の
か
。

答
弁
　
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
皆
に

や
さ
し
く
、
皆
が
幸

せ
を
実
感
で
き
る
よ

う
な
、
そ
し
て
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

質
問　

高
齢
者
福
祉

事
業
（
タ
ク
シ
ー
・

温
泉
入
浴
・
自
動
車

運
転
免
許
返
納
者
支

援
）
の
拡
充
に
つ
い
て
。

答
弁
　
今
後
の
さ
ら
な
る

拡
充
に
つ
い
て
、
現
在
検

討
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

5
年
度
か
ら
対
象
年
齢
を

5
歳
拡
大
し
て
75
歳
と
す

る
た
め
に
試
算
等
含
め
て

準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

質
問　

民
間
事
業
者
を
含

め
た
園
児
、
児
童
の
登
下

校
時
の
送
迎
で
の
取
り
残

し
防
止
策
に
つ
い
て
。

答
弁
　
今
回
の
事
件
を
受

け
、
取
り
残
し
防
止
の
徹

底
に
つ
き
、
再
度
委
託
業

者
に
対
応
の
強
化
を
依
頼

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

質
問　

奨
学
資
金
の
制
度

を
、
貸
与
か
ら
返
還
金
助

成
付
き
給
付
型
に
し
、
定

住
促
進
を
含
め
た
将
来
返

還
の
負
担
を
軽
減
で
き
る

制
度
や
、
金

融
機
関
等
と

連
携
し
た
取

り
組
み
に
つ

い
て
。

答
弁
　
多
く

の
子
ど
も
達

が
奨
学
資
金

を
借
り
て
、

そ
し
て
石
川

町
に
戻
っ
て

く
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と

で
、
見
直
し

を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

意
見　

資
金
面
に
つ
い
て

は
、「
餅
は
餅
屋
」
の
諺

が
あ
り
ま
す
が
、
金
融
機

関
等
と
連
携
し
て
実
施
し

た
方
が
、
事
務
の
軽
減
や

処
理
も
ス
ム
ー
ズ
に
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
の
で
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

質
問　

北
須
川
の
水
質
に

つ
い
て
。

答
弁
　
引
き
続
き
水
質
検

査
を
実
施
し
、
県
や
関
係

自
治
体
と
の
協
議
を
行
い
、

水
質
の
保
全
を
呼
び
か
け

る
取
り
組
み
を
継
続
し
て

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

意
見　

河
川
汚
濁
等
の
情

報
を
、
そ
の
都
度
き
ち
ん

と
町
民
の
皆
様
に
流
し
て
、

不
安
払
拭
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

◆
町
政
２
期
目
に
あ
た
っ

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

◆
通
学
路
等
に
お
け
る
安

全
対
策
に
つ
い
て

◆
河
川
等
の
水
質
保
全
に

つ
い
て

◆
奨
学
資
金
に
つ
い
て

菊
きく

池
ち

美
み

知
ち

男
お

議員

A 次年度以降拡充に向け準備しています

Q 無料温泉利用は75歳からの考えは
質問者
の動画

が見られます

▲本町は全国でも屈指の温泉地

令和4年12月1日発行
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質
問　

現
在
の
進
捗
状
況

は
。

答
弁
　
現
在
、
用
地
造
成

工
事
の
実
施
設
計
中
で
、

年
内
の
工
事
発
注
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
令
和
5
年

度
に
建
築
工
事
を
発
注
し
、

令
和
6
年
度
中
の
開
園
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

質
問　

規
模
と
そ
の
根
拠

は
。

答
弁
　
令
和
6
年
度
の
石

川
町
保
育
施
設
等
将
来
利

用
人
口
を
2
9
7
人
と
想

定
し
て
い
ま
す
。
本
町
の

3
民
間
保
育
施
設
を
圧
迫

せ
ず
、
待
機
児
童
を
発
生

さ
せ
な
い
こ
と
を
考
え
、

施
設
定
員
を
1
8
0
人
と

し
ま
し
た
。

質
問　

安
全
性
の
担
保
は
。

答
弁
　
建
設
場
所
敷
地
の

一
部
が
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
防
護
柵
を
設
置
し

安
全
を
確
保
し
ま
す
。
ま

た
、
災
害
時
の
避
難
行
動
、

初
動
対
応
を
含
め
た
避
難

確
保
計
画
策
定
の
予
定
で

す
。

◆
認
定
こ
ど
も
園
開
園
に

向
け
て
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

A 令和6年度中の開園を目指しています

Q 認定こども園の開園はいつ
質問者
の動画

が見られます

根
ね

本
もと

　重
しげ

泰
やす

議員

文
教
地
区
と
し
て
、

相
乗
効
果
が
期
待
で

き
ま
す

こども園完成のイメージ図

石川町議会だより　215号
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質
問　

生
活
交
通
対
策
事

業
の
実
証
実
験
を
12
月
か

ら
3
か
月
間
予
定
し
て
い

る
が
、
実
験
終
了
後
の
本

格
運
行
に
つ
い
て
。

答
弁
　
実
証
運
行
の
結
果

か
ら
得
ら
れ
る
課
題
に
つ

い
て
、
地
域
と
議
論
を
重

ね
、
持
続
可
能
性
を
勘
案

す
る
な
ど
、
実
施
の
可
否

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

沢
田
地
区
か
ら
の

要
望
書
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
。

答
弁
　
石
川
義

塾
と
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
を

踏
ま
え
て
2
者

協
議
を
行
っ
て

お
り
、
要
望
事

項
の
取
り
ま
と

め
の
段
階
で
す
。

　
主
な
課
題
で

あ
る
進
入
路
は
、

現
道
の
改
良
が

現
実
的
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま

た
、
雨
水
対
策
、

道
路
施
設
内
の
緑
地
帯
の

撤
去
、
旧
教
員
住
宅
、
部

室
倉
庫
の
解
体
撤
去
を
考

え
て
い
ま
す
。
町
の
方
針

を
丁
寧
に
説
明
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問　

大
型
事
業
が
続
く

が
現
時
点
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
。

答
弁
　
財
政
健
全

化
の
判
断
基
準
と

な
る
実
質
公
債
費

比
率
は
5
・
0
％
、

将
来
負
担
比
率
は

15
・
7
％
で
、
健

全
な
財
政
状
況
と

考
え
ま
す
。
基
金

の
現
在
高
は
、
財※

政
調
整
基
金
9
億

4
9
4
0
万
２
千

円
・
減※

債
基
金
3

億
８
５
０
０
万
円

・
公※

共
施
設
保
全

基
金
1
億
６
３
０

万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。

意
見　

現
在
、
財
政
指
標

は
健
全
な
水
準
を
保
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の

財
政
運
営
の
安
定
性
を
保

証
す
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
基
礎
と
な
る
中
長
期

的
な
財
政
計
画
を
策
定
し
、

健
全
な
財
政
運
営
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
生
活
交
通
対
策
事
業
の

実
証
実
験
に
つ
い
て

◆
沢
田
小
・
中
学
校
施
設

の
サ
ッ
カ
ー
場
利
活
用
に

つ
い
て

◆
財
政
健
全
化
法
に
よ
る

令
和
３
年
度
健
全
化
判
断

比
率
等
に
つ
い
て

※財政調整基金：年度間の財源不足に備えるため、決算剰余金などを積み立て、財政の健全な運営に資することを目的にした基金
※減債基金：町債の償還に必要な財源を確保し、将来にわたり町財政の健全な運営に資することを目的にした基金
※公共施設保全基金：公共施設の維持、補修費用について、財政負担の年度標準化による健全な財政運営と公共施設の適正状態で

の管理に必要となる財源を確保することを目的にした基金

▲旧沢田小・中学校のグラウンド

▲ミニバス（8人乗り）のイメージ

増
まし

子
こ

美
み

知
ち

夫
お

議員

A 重要なことなので実証を踏まえて、
効果があれば続けていきたいと思います

Q 生活交通対策事業の実証実験後も、引き続き運行が必要では
質問者
の動画

が見られます

令和4年12月1日発行



15 ※ゲートウェイ機能：地域外から活力を呼ぶインバウンド観光、観光総合窓口、地方移住促進など
※萌芽更新：樹木を伐採した後に残った切り株から新しい芽が伸びて、それを利用して樹木の更新を図る方法

質
問　

道
の
駅
整
備
は
、

総
合
政
策
だ
。
ふ
さ
わ
し

い
組
織
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答
弁
　
農
政
課
だ
け
で
は

な
く
、
各
課
横
断
的
な
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問　

町
長
答
弁
を
聞
い

て
も
道
の
駅
の
イ
メ
ー
ジ

が
わ
か
な
い
。
町
民
へ
の

説
明
会
を
行
う
べ
き
だ
。

答
弁
　
各
地
区
で
の
町
政

懇
談
会
な
ど
で
、
情
報
発

信
を
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
等
で
飼
料
や
肥

料
が
高
騰
し
、
畜
産
農
家

が
疲
弊
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、

循
環
型
農
業
へ
の
支
援
を

強
化
し
、
有
機
農
産
物
を

道
の
駅
で
販
売
す
る
仕
組

み
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁
　
有
機
栽
培
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

質
問　

移
住
定
住

対
策
も
ゲ※

ー
ト
ウ

ェ
イ
機
能
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
観
光

業
務
と
一
緒
に
道

の
駅
に
窓
口
を
開

設
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
移
住
定
住

専
任
の
職
員
と
し

て
地
域
起
こ
し
協

力
隊
を
公
募
中
で

す
。
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

意
見　

県
立
石
川

高
校
存
続
問
題
と

合
わ
せ
て
、
道
の

駅
で
の
高
校
生
の

活
躍
の
場
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
。

質
問　

国
の
地
方
鉄
道
の

再
構
築
の
提
言
が
あ
っ
た

が
、
水
郡
線
の
存
続
は
大

丈
夫
か
。

答
弁
　
沿
線
11
市
町
村
で

構
成
す
る
水
郡
線
活
性
化

対
策
協
議
会
で
の
協
議
や

町
独
自
の
事
業
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

ま
ち
な
か
は
、
令

和
元
年
水
害
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
。
ま
ち
な
か

で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
北
須
川
本
線
の
改
修
を

急
ぐ
べ
き
だ
。

答
弁
　
現
在
、
県
で
北
須

川
河
川
断
面
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
終
了
次
第
、

防
災
対
策
を
踏
ま
え
た
河

川
整
備
等
に
つ
い
て
、
県

と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

町
の
森
林
の
半
分

は
広
葉
樹
で
、
全
国
有
数

の
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
の
優
良

ホ
ダ
木
生
産
地
だ
っ
た
。

原
発
事
故
以
来
、
萌※

芽
更

新
が
進
ん
で
い
な
い
。
バ

イ
オ
発
電
等
で
の
大
量
木

材
利
用
も
考
え
て
ほ
し
い
。

答
弁
　
そ
の
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
５
年
後
か
ら
10
年
後
の

町
の
課
題
に
つ
い
て

◆
道
の
駅
に
つ
い
て

瀬
せ

谷
や

　寿
とし

一
かず

議員

▲磐城石川駅上下線8時02分到着列車から約300人の通学乗降者

A 地権者・事業者からは、事業への協力と借地料、
移転補償料について、概ね了解を得ています

Q 道の駅敷地の長期借地料及び移転補償費について
質問者
の動画

が見られます

石川町議会だより　215号
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●
い
わ
き
石
川
線
の
現
状
は

●
本
町
中
心
部
を
通
る
い
わ

き
石
川
線
は
、
道
路
の
幅
員

が
狭
く
、
大
型
車
の
通
行
に

支
障
を
き
た
す
と
と
も
に
、

交
通
混
雑
が
発
生
し
て
い
る

現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
県
で
は
、
石
川
バ
イ

パ
ス
の
整
備
に
よ
り
、
所
要

時
間
の
短
縮
・
交
通
の
分
散

が
な
さ
れ
、
交
通
・
物
流
の

良
好
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
と
交
通
混
雑
の
緩
和
を
目

的
に
石
川
バ
イ
パ
ス
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
石
川
バ
イ
パ

ス
の
進
捗
状
況

は●
現
在
の
進
捗

状
況
は
、
全
長

約
５
㎞
の
区
間

に
つ
い
て
、
全

線
に
わ
た
り
工

事
を
進
め
て
お

り
、
ト
ン
ネ
ル

と
７
つ
の
橋
梁

の
う
ち
６
橋
が

完
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
起
点
部
（
い
わ

き
側
）
か
ら
県
道
飯
野
三
春

石
川
線
と
の
交
差
点
ま
で
の

約
３
・
６
㎞
の
区
間
に
つ
い

て
、
早
期
開
通
を
図
る
た
め

に
重
点
的
に
工
事
を
進
め
る

と
と
も
に
、
残
る
区
間
に
つ

い
て
も
全
線
の
完
成
に
向
け

て
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
円
滑
な
運

営
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
な
ど
の
た
め
、
現
場
責
任

者
と
し
て
、
令
和
4
年
度
か

ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
室

長
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
体
制
は
。

●
室
長
1
名
、
支
援
員
（
有

資
格
者
）
9
名
、
支
援
補
助

員
3
名
の
計
13
名
で
運
営
し

て
い
ま
す
。

●
室
長
っ
て
ど
ん
な
人
。

●
室
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

馬
場
哲
明（
ば
ば
て
つ
あ
き
）

石
川
中
学
校
に
2
度
勤
務
し
、

沢
田
小
学
校
長
を
定
年
退
職

後
、
令
和
4
年
4
月
か
ら
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
室
長
と

な
り
ま
し
た
。
午
前
中
は
、

適
応
指
導
教
室
「
キ
ラ
ラ

ル
ー
ム
」
の
指
導
員
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
す
。
小
中
学

校
に
長
く
勤
め
て
い
た
経
験

を
生
か
し
、
児
童
生
徒
へ
の

指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

県
道
い
わ
き
石
川
線（
石
川

バ
イ
パ
ス
）に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

室
長
を
配
置

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

一
般
質
問
の
そ
の
後
は

▲石川バイパスで車の流れが変わる（双里地区）

令和4年12月1日発行
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報告します 報告します 議会の活動議会の活動

　福島市のホテル福島グリーンパレスで
開催され、関東学院大学法学部の牧瀬稔
准教授による「議会改革に貢献する議会
の権限強化の一視点」について、政治
ジャーナリスト田崎史郎氏による「今後
の政局・政治展望」の講演がありました。

　東京都で開催された全国町村議会広報
研修会に参加しました。
　研修は3部構成で「そろそろ化けませ
んか！絶滅危惧から持続可能な議会広報
へ」、「これからの議会広報を考える」、「3
つの議会広報が教えてくれること」と題
して行われました。
　今後、この研修の成果を生かし読みや
すい紙面づくりを目指し親しまれる議会
だよりの編集に取り組んでいきます。

　東日本大震災・原発事故が発生し11年
が経過した現在の東京電力福島第一原発
廃炉作業、汚染水処理などの最新の状況
や周辺地域の復興状況について視察研修
を実施しました。
　国道6号線沿いの田畑は雑草に覆われ、
地震で被災した住宅はそのまま残され、
改めて事故の悲惨さを痛感しました。

　郡山市のビッグパレットふくしまで開
催され、東北大学大学院の河村和徳准教
授による「町村議会のあり方と今後の議
会改革」について、政治ジャーナリスト
細川隆三氏による「日本政治の行方」の
講演がありました。

福島県町村議会正副議長・
事務局長研修会（８月23日）

全国町村議会広報研修会
（９月20日）

東京電力福島第一原子力
発電所視察研修会（９月６日）

福島県町村議会議員研修会
（10月24日）

石川町議会だより　215号
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　委嘱状交付式終了後に、初めての開催とな
る議会モニター会議では、議会だよりの見や
すさや、町民の方が議会だよりに何を求めて
いるかなどについて、町民目線でのご意見を
いただきました。
　議員だけでは気付かない視点でのご意見な
どもたくさんいただき、充実した意見交換と
なりました。石川町議会では、それらの意見
を基にできることから改善していきます。

交換会を開催しました
◦若者からの意見
などを載せるコ
ーナーを作った
らよいと思う。

◦10代、20代の若い議会モニターが
いたほうがよかったと思う。

◦石川町は文字が小さいが、内容は面白い。
◦大きな違いは、石川町は一方通行。他町村は町民参加型で、議
　員の質問も町長の答弁も、経過、現状、考え方が載っているので、
　面白いと思った。

◦答弁でこれから何々しますと言っているが、町民が知りたいの
　は途中経過や具体的に決まった事だと思う。
◦議会だよりの中で、あれからどうなった？一般質問のその後は
　というコーナーがある。町民は、その後どうなったのかという

ことが一番知りたいことだと思う。
◦誰に向かって作っているのか考えれば、もうちょっと中身のあるものができると思う。
◦町民のみんなで石川町を作るために、町民の意見や写真、メッセージを多く載せて、
親しみやすく、読みやすい紙面にしてほしい。
◦議会だよりを読むと、いつも同じ人が質問している気がするので、議員にはもっと
質問をしてほしい。
◦議会だよりは、固すぎるのでもう少し和む表現にしてほしい。

◦モニター会議の
　時だけでは、幅
　広い意見を求め
　るのは難しいの

で、会議の時だけでなく、意見や感想
の文書を、事務局にいつでも提出でき
るようにしたほうがいい。

もっと若者の
力を活かして
ほしい

議会だよりを
読んで

他市町村の
議会だよりと
比べると

モニターの
意見を反映させる

ために

令和4年12月1日発行
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　石川町議会では、議会だよりやホームページに関する町民の皆さんの声をお寄せいただき、
紙面の充実等を図るため、本年度から議会モニター制度を設けています。
　７月２７日に今年度から活動いただく議会モニターさんへ近内副議長から委嘱状を交付しま
した。なお、議会モニターの任期は、令和６年７月までの２年間です。

議会モニターとの意見

氏　名 地　区
南條　一夫 下　泉
荒川　光美 下　泉
星　　幸志 下　泉
諸岡大二郎 下　泉
野崎　謙治 沢　井
郷　　　徹 新屋敷
佐川　朝美 赤　羽

氏　名 地　区
會田　泰子 塩　沢
小林　麻里 塩　沢
瀧口　寿子 母　畑
迎　　茂城 双　里
桑沢おりえ 双　里
中野智佳子 谷　沢
川島　宏一 山　形

議会モニターの皆さんを
紹介します！

石川町議会だより　215号
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私
は
、
石
川
町
の
リ
ビ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
、
昔
よ
り
も
賑
わ
い

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

商
店
街
を
明
る
く
元
気
に

し
よ
う
と
い
う
思
い
で
3

年
間
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
先
輩
か
ら
後
輩
へ
毎

年
引
き
継
が
れ
て
い
る
鈴

木
重
謙
屋
敷
で
の
ク
リ
ス

マ
ス
点
灯
式
で
は
、
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
や
ト
ナ
カ
イ

な
ど
に
扮
装
し
、
お
菓
子

や
コ
ー
ン
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を

配
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち

に
喜
ん
で
も
ら
え
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
町
の
文
教
福
祉

複
合
施
設「
モ
ト
ガ
ッ
コ
」

で
開
催
さ
れ
た
青
空
市
に

お
い
て
は
、
主
催
す
る
大

人
の
方
々
と
協
力
し
、
高

校
生
ブ
ー
ス
の
出
店
を
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
出
店
す
る
に
あ
た

り
、
何
度
も
話
し
合
い
を

重
ね
、
様
々
な
人
と
交
流

を
深
め
た
こ
と
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　
町
の
リ
ビ
ン
グ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
石
川

町
と
深
く
関
わ
り
、
将
来

は
役
場
等
で
働
く
地
方
公

務
員
に
な
ろ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
町
の
人
と
密
接

に
関
わ
り
合
い
な
が
ら
、

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
よ
う
な
公
務
員
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

未
来
に
向
か
っ
て

未
来
に
向
か
っ
て

高
校
生
の
声

学
法
石
川
高
校　
　

3
年　

鈴
木　

伽か

那な　

議会インターネット中継
町議会では、本会議の映像を配信し
ています。町ホームページを経由し
てYouTubeで視聴することができ
ますので、是非ご覧ください。ホー
ムページへはこちらの二次元コード
からアクセスできます。

　
も
う
12
月
、
時
の
流
れ

は
早
い
も
の
で
す
。
議
会

の
役
割
は
チ
ェ
ッ
ク
と
よ

り
良
い
も
の
に
仕
上
げ
る

た
め
の
提
言
。
令
和
５
年

度
歴
史
民
俗
資
料
館
、
６

年
度
認
定
こ
ど
も
園
、
７

年
度
道
の
駅
、「
石
川
町

の
顔
」
が
造
ら
れ
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
の
情
報
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
根
本
重
泰

議
会
広
報

常
任
委
員
会

委
員
長　

菊
池
美
知
男

副
委
員
長　

乾　
　

初
美

委　
　

員　

藤
島　

一
浩

委　
　

員　

根
本　

重
泰

委　
　

員　

瀬
谷　

寿
一

委　
　

員　

増
子
美
知
夫

議会を
傍聴しませんか
12月定例会「一般質問」は
12月５日（月）の
予定です。

地
域
貢
献
活
動
を
通
し
て

地
域
貢
献
活
動
を
通
し
て

▲「町のリビングプロジェクト」で行った
鈴木重謙屋敷でのクリスマス点灯式

令和4年12月1日発行

石
川
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会
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